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■■■例例 会会 場場

■■例会日例会日時時

レストラン西レストラン西岡岡

〒〒777-0001777-0001徳島県美馬市穴吹町三島字小島徳島県美馬市穴吹町三島字小島862-4 TEL:0883-53-855862-4 TEL:0883-53-85511
毎週火曜日毎週火曜日 18:3018:30～～19:319:300

（会員数26名）16名例 会 出 席 者

三好 亘会員１メーキャップ
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皆さんこんばんわ。古今東西、戦争、犯罪などで理不尽な目に遭った人の話は枚挙にいとまがありません。たとえば家族など
身近な人が危害を受けたときなどです。裁判の時などでは極刑を臨むとか、判決に際して刑が軽すぎるとかよく耳にします。
私たちはその人の身にならなければ分からないだろなと、なんとなく納得しているところがあります。
何ヶ月か前にアメリカの教会で銃の乱射があり、多数の人が死んだと言う事件がありました。そこで少し驚いたのですが、あ

る被害者の家族が「私は犯人を許します。」とコメントしていました。彼らはキリスト教文化のなかで、人を許すということが
教えの中にあると聞きます。
また確か曾野綾子さんのエッセイで、スペイン人で実に人柄のよい方がいらして、聞けば実はその人は１０人の兄弟が居て、

お父さんは戦争かなんかで殺害されたそうなんです。育ててくれたお母さんから「あなたたちはお父様を殺した人たちを決して
憎んではいけません。許すことを一生の仕事にしなさい。」と言われたそうです。多分そのお母さんは子供に言う前にまず自分
にそうするように言い聞かせているのだろうと、また許すと言うことは相手の幸せを望むとかそんなものではなく、いつとなく
頭をもたげてくる恨み、辛みとの戦いなのだろうと思います。しかもそれは一生続くものなのだろうと思います。それに耐え
前向きに生きていく彼女のなんと強い、気高い生き方なんだと思います。曾野さんは人を許すことが人生の生きる目的にもな
り得ると結んでいます。
森直前会長は例会は人間の修練の場であるとおっしゃっていました。お酒を飲みカラオケを歌い、またメンバーとゴルフす

るそれも親睦ですが、時に意見が相違したり衝突したりします。ロータリークラブの目的に会員の親睦が挙げられますが、私た
ちはそれを乗り越えなければなりません。少しでも許しの心があれば簡単に乗り越えられるのでは、真の意味の親睦に繋がる
のではないかと思っています。またそういう心を育むことが親睦なのではないかと思うようになりました。

■■会長挨拶■会長挨拶■■

鳥インフルエンザとは何かというと、Ａ型インフルエンザが鳥類に感染して起きる鳥類の感染症です。家禽類のニワトリ・ウ
ズラ・七面鳥等がに感染すると死んでしまう場合が多いです。これが特徴です。問題はカモ類という水禽類です。このウイルス
に強い種類です。ですので、日本でなぜ冬になると鳥インフルエンザが散発するかというと、カモ類のいわゆる渡り鳥がこのウ
イルスを運んでくるのです。運んできたウイルスがその地域にいる野鳥のスズメなどに移り、それから鶏舎に入ったり、死んだ
野鳥を小動物が食べてそれがまた鶏舎に入ります。ウイルスを持った鳥の糞を踏んづけて鶏舎の中に持ち込み鶏舎の中でイン
フルエンザが発生しています。鳥インフルエンザは世界の多くの国で発生していますが、ブラジルやアルゼンチン、オーストラ
リアやニュージーランドなどでは発生していませんが、鳥は飛んでいきますので時間の問題ではないかと言われています。
ヒトインフルエンザとの関係はというと、鳥と人間だと遺伝子的にかなり離れた存在なので、一般的にはヒトには感染力が低

く感染しにくいと言われています。また感染してもヒトからヒトへの伝染は起こりにくいと考えられています。
日本での発生の場合はどうなるかというと、散発的な発生に留まっています。その地域全体で発生するということは今のと

ころ起こっていません。感染ルートはどうだったのかという調査も役立っていて、日本国内の場合だと鶏舎の近くに渡り鳥が
やってくる池や川がある所はリスクが高いようです。インフルエンザを流行らせないようにするには、防疫をしっかりし、発生
したらすぐに対処、殺処分をいかに早くして蔓延させない。これで養鶏業者は日々やってきています。 これから鳥インフルエ
ンザのシーズンに入っていきます。全県下で鳥インフルエンザを発生させないようにしようというふうに養鶏業者や農家は考
えています。それを発生させない為に防疫というのを日々継続してやっています。ただリスクはどこにいても同じです。イン
フルエンザが発生するリスクというのは日本全国同じなので、いつ発生するか分からない。だから発生した時は、やはり早く対
処するというのが大事です。

■■卓話「鳥インフルエンザについて」 辻会員■卓話「鳥インフルエンザについて」 辻会員■■

☆欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠☆欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠席席
の会員は、出席委員長までご連絡をお願いしますの会員は、出席委員長までご連絡をお願いします。。

青木博美会員・北室淳子会員・杉原節子会員

田中義美会員・浪越繁男会員・中元 香会員

林 秀樹会員・三好博子会員・三好 亘会員

山内浩司会員

欠 席

■■幹事報告■幹事報告■■

◇回覧資料 地区大会のパンフレット、出席表、ゴルフ参
加者名簿、新入会員の資料

◇到着週報 脇町ＲＣ、阿波池田ＲＣ
◇連絡事項 来週からの例会は６時半より、第一例会の為

上着着用

■■ニコニコ■ニコニコ■■

◇辻会員 ◇澤田会員 バスを購入

プログラム 外部卓話

次回
例会

2017年10月３日（火）18:30から


